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＊
3 

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
「
お
す
す
め
移
住
・
定
住
先

16
選
〜
２
０
１
７
年
版
」

 
https://w

w
w
.iju-join.jp/feature/

file/038/

＊
4 

日
本
経
済
新
聞
電
子
版
２
０
１
４
年
５

月
８
日
付「
自
治
体
、
２
０
４
０
年
に
半

数
消
滅
の
恐
れ
、
人
口
減
で
存
続
厳
し

く
各
種
推
計
、
政
策
見
直
し
迫
る
」

 
https://w

w
w
.nikkei.com

/article/

DGXNASFS0802O_Y4A500C1EE8000/

＊
5 

国
土
交
通
省
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
２
０
５
０
概
要
①
」

 
h
ttp

:/
/
w
w
w
.m
lit.g

o
.jp
/

com
m
on/001047114.pdf

０
市
区
町
村
の
半
分
の
存
続
が
難
し
く
な
る
」と
の
予
測
を
ま
と
め
た （
＊
４
）。
同
年
７
月
に

は
、
国
土
交
通
省
も
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
〜
対
流
促
進
型
国
土
の
形
成

〜
」
の
中
で
、
２
０
５
０
年
に
は
、「
現
在
の
居
住
地
域
の
６
割
以
上
の
地
点
で
人
口
が
半
分

以
下
に
減
少
し
、
う
ち
２
割
が
無
居
住
化
。
地
域
消
滅
の
危
機
」 （
＊
５
）
と
急
激
な
人
口
減
少

と
少
子
化
を
予
測
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
こ
れ
ら
の
予
測
は
、
へ
き
地
だ
け
で
な
く

都
心
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
人
口
減
少
は

単
に
人
口
が
少
な
く
な
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
文
化
、
産
業
経
済
、
保
健
衛
生
と

い
っ
た
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
基
本
条
件
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
今
や
人
口
減
少
に
関
わ
る
問
題
は
都
会
か
田
舎
か
に
関
わ
ら
ず
、
日
本
国
中
が
関

わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

■
ソ
フ
ト
面（
ひ
と
）か
ら
み
た
移
住
定
住

本
巻
で
は
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
移
住
定
住
の
ソ
フ
ト
面
（
ひ
と
）
に
焦
点
を
あ
て
て

深
堀
す
る
。

ま
ず
、
松
浦
義
昭
氏
の
「
地
域
経
済
循
環
図
か
ら
見
た
富
山
県
内
市
町
村
」
は
統
計
資
料

と
い
う
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
み
た
移
住
定
住
の
問
題
を
あ
ぶ
り
だ
す
。
松
浦
氏
が
駆
使
す
る

の
は
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）
で
あ
る
。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ （
＊
６
）
と
は
、
２
０
１
５

年
よ
り
経
済
産
業
省
と
内
閣
官
房
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
）
が
地
方
創
生
を
後
押

し
し
て
提
供
し
て
い
る
分
析
シ
ス
テ
ム
で
、
松
浦
氏
自
身
、
内
閣
府
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム
専
門
委
員
と
し
て
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

続
く
、
富
山
大
学
地
域
連
携
推
進
機
構
・
富
山
県
舟
橋
村
生
活
環
境
課
と
安
嶋
是
晴
氏

＊
6 RESAS　

https://resas.go.jp/

8

■
『
都
萬
麻
』
第
２
期
、
始
動

本
誌
は
、
富
山
県
高
岡
市
と
富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
の
連
携
協
定
の
一
環
と
し
て
、
２

０
１
２
年
よ
り
発
行
が
始
ま
っ
た
『
高
岡
芸
術
文
化
都
市
構
想　

都
萬
麻
』
の
第
２
期
第
１

巻
で
あ
る
。
第
１
期
全
４
巻
で
は
、芸
術
文
化
学
部
内
外
か
ら
幅
広
く
寄
稿
い
た
だ
き
、高
岡

市
を
中
心
と
す
る
文
化
・
生
活
・
産
業
等
に
関
わ
る
特
徴
は
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

第
２
期
で
は
特
集
と
銘
打
っ
て
、
テ
ー
マ
を
絞
り
込
み
、
各
方
面
で
そ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
方
々
か
ら
寄
稿
い
た
だ
く
こ
と
で
、
様
々
な
視
点
か
ら
、
特
集
テ
ー
マ
を
深

堀
す
る
。

本
巻
の
テ
ー
マ
は
、
移
住
定
住
で
あ
る
。
富
山
県
高
岡
市
で
は
市
長
政
策
部
都
市
経
営
課

が
移
住
定
住
、中
で
も
若
者
の
転
入
、定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
た
。
移
住
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト （
＊
１
）
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク （
＊
２
）
の
開
設
、
移
住
者
受
け
入
れ
企
業
の
確
保
、

移
住
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
、
２
０
１
７
年
に
は
同
課
内
に
移
住
定
住
推
進
室
も
設
置
さ
れ

た
。
同
年
、
こ
れ
ら
の
試
み
が
評
価
さ
れ
、
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
（
一
般
社
団
法
人
移
住
・
交
流
推
進
機
構
）
に

よ
る
２
０
１
７
年
版
の
「
お
す
す
め
移
住
・
交
流
先
16
選
」 （
＊
３
）
に
選
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
背
景
に
は
人
口
減
少
の
問
題
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
２
０
１
４
年

５
月
、
日
本
創
成
会
議
の
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
が
「
２
０
４
０
年
に
は
全
国
１
８
０

＊
1 

高
岡
市
移
住
促
進
サ
イ
ト「
あ
っ
、
た
か

お
か
で
暮
ら
そ
う
！
」

 
http://takaokalife.jp/

＊
2 

高
岡
市
移
住
促
進
サ
イ
ト「
あ
っ
、
た
か

お
か
で
暮
ら
そ
う
！
」

 
h
ttp
s://w

w
w
.faceb

o
o
k.co

m
/

takaokalife/
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はじめに　―「移住定住」を深堀する―11

よ
り
ミ
ク
ロ
に
移
住
者
と
受
け
入
れ
者
に
注
目
し
て
い
る
の
が
、
古
池
嘉
和
氏
で
あ
る
。

古
池
氏
は
「『
人
』
が
移
り
住
む
と
い
う
こ
と
」
の
中
で
、
移
住
定
住
政
策
は
数
値
目
標
化
さ

れ
や
す
く
、
そ
の
た
め
に
様
々
な
補
助
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
移
住
者
に
選
ば
れ
よ
う
と
す

る
獲
得
合
戦
が
激
化
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
本
当
に
重
要
な

こ
と
は
、
移
住
者
と
受
け
入
れ
者
の
間
の
、
生
身
の
人
間
同
士
の
新
た
な
交
流
で
あ
る
。
実

際
に
、
愛
知
県
豊
田
市
の
中
山
間
部
に
つ
く
ら
れ
た
「
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
」

が
で
き
た
こ
と
で
移
住
定
住
が
促
進
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
地
域
で
の
信
頼
が
厚
く
、

行
政
の
手
続
き
に
も
明
る
い
元
行
政
職
員
Ａ
氏
の
存
在
で
あ
る
。
古
池
氏
の
事
例
は
、
こ
う

し
た
「
つ
な
ぎ
手
」
人
材
が
、
移
住
定
住
促
進
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

移
住
者
と
受
け
入
れ
者
と
の
交
流
を
当
事
者
の
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
の
が
、
次
に
挙
げ

る
荒
井
里
江
氏
と
加
納
亮
介
氏
で
あ
る
。

『
高
岡
芸
術
文
化
創
造
都
市
構
想　

都
萬
麻
03
』 （
＊
８
）
で
登
場
し
た
「
高
岡
ま
ち
っ
こ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」は
始
ま
っ
て
約
６
年
半
が
経
過
し
た
。
荒
井
氏
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い

る
芸
術
文
化
学
部
生
た
ち
か
ら
「
荒
井
さ
ん
、
大
好
き
！
」
と
尊
敬
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。
荒
井
氏
の
「
ま
ち
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
荒
井

氏
自
身
の
目
線
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返
り
、
そ
の
後
の
展
開
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

荒
井
氏
に
よ
る
と
、
少
子
高
齢
化
と
空
き
家
増
加
問
題
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
「
高
岡
ま

ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
最
初
に
気
が
付
い
た
こ
と
は
、「
高
岡
市
は
22
歳
ま
で
の
人
口
は

減
少
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
降
に
減
少
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、「
大
学

が
あ
る
お
か
げ
で
他
県
か
ら
の
若
者
の
流
入
が
あ
る
が
、
卒
業
後
に
流
出
し
て
し
ま
う
」
と

仮
説
を
立
て
て
始
ま
っ
た
の
が
、
大
学
生
た
ち
と
町
の
人
た
ち
と
の
対
話
で
あ
る
。
そ
の
中

＊
8 

服
部
恵
子
「
高
岡
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
武
山
良
三
編
『
高
岡
芸
術
文
化
創

造
都
市
構
想　

都
萬
麻
03
』
富
山
大
学

出
版
会
、
１
３
４

－

１
４
２
頁

10

は
、
そ
れ
ぞ
れ
子
育
て
世
代
、
職
人
の
移
住
定
住
に
焦
点
を
あ
て
て
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

富
山
大
学
地
域
連
携
推
進
機
構
・
富
山
県
舟
橋
村
環
境
課
の
「
人
口
減
少
は
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス　

新
た
な
地
域
づ
く
り
に
よ
る
移
住
・
定
住
」
は
、
富
山
大
学
地
域
連
携
推
進
機

構
か
ら
金
岡
省
吾
氏
と
藤
田
敬
人
氏
、
そ
し
て
、
富
山
県
舟
橋
村
か
ら
吉
田
昭
博
氏
、
廣
瀬

美
歩
氏
、
中
井
明
日
香
氏
に
よ
る
共
同
執
筆
で
、
富
山
県
舟
橋
村
を
例
に
産
官
学
金
労
言

で
協
働
す
る
子
育
て
支
援
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
産
官
学
金
労
言
と
は
、
産
業
界
・
大

学
・
金
融
機
関
・
労
働
団
体
・
言
論
界
を
意
味
す
る （
＊
７
）。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、Ｃ

Ｓ
Ｖ
（Creating Shared Value
：
共
通
価
値
の
創
造
）
と
い
う
移
住
定
住
政
策
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
。

首
都
圏
で
は
民
間
企
業
が
単
独
で
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
の
商
品
化
に
成
功
し
て
い

る
が
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
そ
の
ま
ま
舟
橋
村
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
舟
橋

村
で
は
、
産
官
学
金
労
言
の
協
同
に
よ
る
子
育
て
支
援
が
試
行
錯
誤
さ
れ
て
い
る
。

安
嶋
氏
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
輪
島
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
を
も

つ
。「
輪
島
に
お
け
る
漆
器
業
従
事
者
の
移
住
定
住
」
は
、
輪
島
塗
で
全
国
的
に
知
ら
れ
る

輪
島
市
を
事
例
と
し
、
職
人
さ
ん
の
移
住
定
住
を
考
察
し
た
論
考
で
あ
る
。
安
嶋
氏
に
よ
る

と
、
輪
島
市
は
過
疎
化
と
漆
器
生
産
額
の
減
少
の
中
で
、
漆
器
業
従
事
者
数
は
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
も
の
の
、
漆
器
生
産
額
ほ
ど
減
少
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
安
嶋
氏

が
注
目
し
て
い
る
の
が
、
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
が
担
っ
て
い
る
教
育
シ
ス
テ
ム
と
輪
島
塗

技
術
後
継
者
奨
励
金
に
み
る
雇
用
促
進
策
で
あ
る
。
輪
島
市
へ
の
移
住
定
住
の
観
点
か
ら
こ

れ
ら
の
政
策
を
み
る
と
、
人
材
を
産
地
（
輪
島
市
）
に
と
ど
め
る
さ
ら
な
る
施
策
は
必
要
と
は

い
え
、
輪
島
塗
と
い
う
伝
統
工
芸
の
技
術
の
伝
承
の
点
か
ら
み
る
と
、
若
者
を
惹
き
つ
け
る

魅
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

＊
7 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
２
０
１
５ 

改
訂
版
）

 
h
ttp
s://w

w
w
.kan

tei.go.jp
/jp
/

singi/sousei/info/pdf/h27-12-24-

siryou2.pdf
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はじめに　―「移住定住」を深堀する―13

Ｂ
（
ハ
ブ
）
計
画
」の
生
み
の
親
で
あ
り
、
顧
問
で
あ
る
内
田
和
美
氏
よ
り
コ
ラ
ム
を
寄
稿
い
た

だ
い
た
。
芸
術
文
化
学
部
は
１
学
部
１
学
科
５
コ
ー
ス
か
ら
な
る
。
現
在
の
高
岡
Ｈ
Ｕ
Ｂ
計

画
の
中
心
は
、
芸
術
文
化
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
に
所
属
す
る
学
生
た
ち
で
あ
る
が
、
造

形
芸
術
コ
ー
ス
、
工
芸
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
に
所
属
す
る
学
生
た
ち
も
少
な
く
な
く
、
幅
広
い
分
野
か
ら
高
岡
駅
地
下
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
る （
＊
10
）。

最
後
に
、
松
田
愛
氏
の
「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
く
る
ま
ち
の
魅
力
」
は
、
日
本
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「
芸
術
祭
」
を
例
に
、
芸
術
祭
を
訪
れ
る
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を

迎
え
る
地
元
の
人
た
ち
も
、
芸
術
祭
を
き
っ
か
け
に
、
地
元
を
再
発
見
し
て
い
る
と
指
摘
す

る
。
芸
術
祭
の
可
能
性
と
は
、「
美
術
館
」
と
い
う
空
間
か
ら
作
品
を
取
り
出
し
、「
地
域
」

と
い
う
空
間
に
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
可
能
性
で
あ
る
。
日
本
で
は
ま
だ

20
年
足
ら
ず
の
試
み
で
あ
り
、
芸
術
祭
に
よ
る
地
域
の
経
済
効
果
や
活
性
化
が
一
時
的
な
も

の
で
終
わ
る
か
ど
う
か
、
結
論
を
見
る
の
は
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
芸
術
祭
と
い

う
も
の
が
、
地
域
に
根
付
く
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
よ
う
な
芸
術

祭
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
だ
ま
だ
模
索
は
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
巻
は
、「
ひ
と
」
か
ら
み
た
移
住
定
住
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
マ
ク
ロ
（
統

計
）
と
ミ
ク
ロ（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
の
両
面
か
ら
深
堀
す
る
。
本
巻
の
論
考
一
本
一
本
が
、
移
住
定
住

の
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
対
し
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
打
開
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
心
意
気
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊
10 

芸
術
文
化
学
部
は
２
０
１
８
年
度
よ
り
、

美
術
・
工
芸
コ
ー
ス
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、
地
域
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
４
コ
ー
ス
に
再

編
さ
れ
る
。

12

で
、
荒
井
氏
が
繰
り
返
し
指
摘
す
る
の
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
重
要
性
で
あ
る
。
荒
井
氏
が

指
摘
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
重
要
性
は
、
移
住
者
と
ま
ち
の
人
、
さ
ら
に
、
ま
ち
の
人
同

士
が
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
現
代
社
会
に
お
い
て
、
隣
に
誰
が

住
ん
で
い
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
当
た
り
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り

取
り
を
す
る
の
が
当
た
り
前
で
あ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
に
、
顔
を
つ
き
合
わ
せ
て

話
を
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
、
ひ
い
て
は
移
住
定
住
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
基
本
の
行
動
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
顔
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
旅
の
人
」 （
＊
９
）（
移

住
者
）
と
ま
ち
の
人
と
の
間
に
、
安
心
と
信
頼
の
関
係
を
作
り
出
す
こ
と
が
、
定
住
の
前
提
に

な
る
の
で
あ
る
。

移
住
し
て
く
る
旅
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
生
ま
れ
育
っ
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
持
っ
て
い
る
。
加
納
亮
介
氏
の
「
ま
ち
な
か
を
継
ぐ
」
は
、
大
都
市
で
生
ま
れ
育
っ
た

一
人
の
若
者
か
ら
み
た
、
移
住
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
率
直
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
加
納

氏
の
移
住
は
、
調
査
の
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
住
ん
で
み
た
と
い
う
足
掛
け
で
は
な
い
。
そ
ん

な
加
納
氏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、「
移
住
定
住
と

は
、
第
二
の
故
郷
で
生
き
る
こ
と
」
で
あ
る
。
加
納
氏
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
ま
ち
な

か
の
人
々
や
富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
生
た
ち
、
そ
し
て
彼
が
所
属
す
る
東
京
工
業
大
学
生

た
ち
と
、
ま
ち
な
か
に
作
っ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
、
高
岡
の
ま
ち
な
か
を
舞
台
と
し
て
、
ま

ち
な
か
を
超
え
て
広
が
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
い
く
ま
ち
な
か
の
歴

史
と
、
新
た
に
作
り
出
さ
れ
る
歴
史
が
あ
る
。
加
納
氏
の
移
住
定
住
の
例
は
、
若
者
の
移
住

定
住
の
一
つ
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

高
岡
市
内
に
お
け
る
芸
術
文
化
学
部
学
生
の
活
動
か
ら
は
、
学
生
サ
ー
ク
ル
「
高
岡
Ｈ
Ｕ

＊
9 

「
よ
そ
か
ら
来
た
者
、
よ
そ
へ
出
た
者
」

を
意
味
す
る
富
山
方
言
。
民
俗
学
的
に

は
、
村
の
外
は
神
仏
の
守
護
を
得
ら
れ

な
い
危
険
な
世
界
で
あ
る
。
旅
が
一
般

的
で
は
な
か
っ
た
中
世
以
前
の
日
本
で

は
、
旅
と
は
危
険
な
も
の
と
考
え
ら
れ

た
。
故
郷
の
村
を
離
れ
た
者
が
、
他
村

で
呪
い
に
か
け
ら
れ
た
、
人
身
御
供
と

な
っ
た
、
と
い
っ
た
民
間
伝
承
は
日
本

各
地
に
残
っ
て
い
る
。
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